
１ 事業の目的
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消防団名事業名

災害時における情報収集体制を構築するほか、消防団の充実強化を図ることを
目的として、ドローンの国家資格を有する消防団員を養成するとともに、資器材等
の充実を行い、消防団員が即戦力として安全かつ的確にドローンを操作できるよう
環境整備を行う。

２ 事業内容
１ 二等無人航空機操縦資格取得講習の実施と資格取得

国家資格取得講習を消防学校にて実施、学科試験及び身体検査を経て、
「二等無人航空機操縦者資格証」を取得。

２ 無人航空機飛行必要物品の購入

各消防団がいつでもドローン活動を実施できるよう、各種付属品を購入。
特にDID地区にある消防団であることを踏まえた装備品を配置した。

３ 消防職員との連携訓練の実施

二等無人航空機操縦資格を取得した消防職員とともに、映像情報を確
認しながら連携して活動することを想定した合同訓練を実施した。

４ 消防出初式における訓練展示
新規資機材として、ストライカーとともに訓練展示を実施した。

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

説明会 回数 １回 １回

参加者 人数 ８名 ８名

訓練実施回数 回数 ３回 ６回

３ 事業成果
訓練として、資格取得講習会における実技訓練だけでなく、
消防職員との合同訓練や、消防出初式における訓練展示
等を行った。これらの訓練を通じて、操作の習熟に資する
ことができただけでなく、新たな消防団活動として、市民へ
の広報活動も実施することができた。

５ その他参考情報
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